
防災訓練実施及び炊き出しの予行練習について 

編集部 

＜防災訓練実施＞ 

２０２０年１０月２７日（火）、防災訓練を実施しました。今回のポイントは、野本新隊長のもと自衛防

災隊の世代交代、避難後の点呼（＊1）、炊き出しの予行練習でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(＊1)： 避難誘導の現場責任者が 現場の避難完了 を避難誘導班長に報告し、避難後、部門・チームご

とに縦隊整列で並び、部門長が避難確認の点呼を行った。 

 

 

＜炊き出しの予行練習＞ 

工務部 長村 順介 

味噌汁の具材の里芋は、先週末に北倉庫東側と駐車場西側の畑から掘り出し、前日に皮を剥いて、下準

備を行いました。 

当日は、豚肉と里芋を煮て、味噌を入れて約 14 人前調理しました。 

塩むすびは、かつて総務部に所属していた田村さんから送られてきたお米を、4 台の炊飯器で合計 1 升

6 合を炊き、岡野さん、新井さんの指導の下、40 個作りました。 

焼きそばは、ソース焼きそば 15 玉を 2 台のホットプレートで、延

べ 5 回に分けて調理しました。焼きそばの後、牛肉(松阪?実はア

メリカ牛です)とソーセージを約 15 人前焼きました。1 台のホッ

トプレートは、会長のプリウス PHV から電源を取り、非常時に活

用できる事を確認しました。 

もう 1 台のホットプレートは、

ヤマハの発電機を始動させ、そ

こから電源を取り、こちらも非常時に活用できることを確認しまし

た。 

午前 11 時半頃全ての料理が完成し、会長、社長をはじめ役員の方々

に召し上がって頂き、非常に美味しかったとの好評を頂きました。 

尚、残った料理は、岡野さん、新井さん、工務部の面々がおこぼれに与りました。 

また、残った塩むすびは、独身者の方が夜食用にお持ち帰りになりました。 

衛生上、塩むすびを作る時や、食材を扱う時は、全員ビニール手袋を着用していましたので、ご安心下

さいませ。 

-a- 

新隊長他消火器訓練 

班長による消火器訓練 

縦隊整列、避難確認の点呼 



-b- 

日本赤十字社への寄付金について 

編集部 

 

今回、今年４月ごろ、協力会社様へ消毒用アル

コールを提供し、代金の代わりとしていただい

た          寄付金￥９，６６４．- 

左の写真の通り、社内の募金箱にいただいた 

         寄付金￥１０，３３６．- 

合計￥２０，０００．-を寄付いたしました。 

 

今回は、「コロナウイルス感染症の医療従事者支

援」を目的に、クルーズ船や帰国者チャーター

便に医療チームを派遣し、赤十字病院での感染

者の受入、蔓延防止に取り組んでいる 

「日本赤十字社東京都支部」に寄付することと

いたしました。 

 

協力会社の方々、社内有志の方々、ご協力、ありがとうございました。 

以上 

 

前回（２０２０年 3 月）の募金は、オーストラリアで森林

火災からの復旧に役立てられました。 


